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第19回 戦 後の南米移民 山田 廼 生 (日棒 貯筆靭

日本移民船始末記

大阪商線の
“
さんとす九

Ⅲ
(2代 )。 952年 2月 7日夕方 戎 航技露のため東京湾を訪れた折筆者が撮影 した もの。

2代 目
“
さんとす丸

"に
よる移民再開

この稿も終わりに近付き,第 2次 大戦後の移民につい

て述べる段になった。今号と次号をそれに当てたい。

私事にわたるが,戦 後の時代は筆者がこの目で見聞し

ており,大 阪商船の移民船群には,国 内区間ながら何度

も乗船した経験がある。とりわけ1952年 (昭和27年)の

末,戦 後初の新造外航客船として話題をよんだ大阪商船

の 2代 目
“
さんとす丸

"力S,就 航技露のため東京港に来

航した時の情景は忘れられない。

当時,筆 者は高校 1年。放課後,カ メラを片手に竹芝

桟橋に駆けつけたら, もう夕方だった。多少穏っていた

東京港に
`さ
んとす丸

"力甘姿を現わした瞬間の感動は,

筆紙には尽くしがたい。暗くくすんだ戦標船ばかりの港

に,同 船の清楚な姿がいかに輝いていたことか。筆者は

その記憶を,心 の宝物として大切にしている。

1945年 (昭和20年)8月 ,第 2次 大戦が終わった。

敗戦で焦土と化した日本本上に,外 地から引場者や復

員軍人が続々と帰ってきた。その数は625万人(厚生省資

料)。内訳は引揚者と軍人がほほ半々である。狭くなった

国土は帰国者でみちあふれ,出 生率の上昇とあいまって
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人口が急増。食糧は極端に不足し,間 市には大勢の浮浪

者がさまよっていた。

こうした国内の混乱と国民感情の委縮,そ して占領軍

の厳しい制約のもとでは,日 本人の海外再進出など,夢

想もできないことだった。そもそも移民問題を論議する

ことじたい,占 領軍に侵略主義の復活と曲解される恐れ

があつた。明治このかた移民政策を主導してきた外務省

も,移 民問題をタブー視した。このため戦後の南米移民

は,ま ず民間ベースで進められ,移 住が軌道にのったと

ころで関係国と 「移住協定」を締結するというかたちが

とられたのである。

1952年の暮れもおしつまった12月28日午後 4時 に神戸

を発ち,“さんとす丸
"(2代
)の 処女航海で南ア経由ブ

ラジルヘ向かった18家族,54人 のアマゾン移民も, 2人

の民間人の努力によって実現したものだつた。その 2人

とは,「アマゾニア産業研究所Jの 理事長上塚司と,「ア

マゾニア産業株式会社Jの 現地支配人辻小太郎である。

上塚と辻は,そ の前年の1951年 (昭和26年)9月 に,

時のブラジル大統領 Cブ ァルガス (Cetuいo D Vargas)

と会見し,ア マゾン流域のジェート (黄麻)増 産のため,

日本人移民を導入することを懇請した。 2人 の計画は,

5カ 年間に5,000家族の日本人自営農をアマゾン地域に
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送り出そうというものだった。

この申し出に対し,戦 前 「アマゾニ

ア産業Jが アマゾンのジュート産業を

リードしていた事実を知る大統領は,

これを快く受け入れた。次項で述べる

が, この時大統領に受理された計画移

民を 「辻枠Jと 称している。こうした

動きに対応して日本の外務省 も,翌

1952年9月 ,ア マゾン移民の募集選考

を農林省に依頼するとともに,渡 航費

(船賃)の 貸付制度を発足させた。
“
さんとす丸

"の
処女航海でブラジ

ルヘ向かったアマゾンヘの移住者54人

は, この計画の第
一陣であり,ジ ュー

ト栽培で入植を図る自営農民で構成さ

れていた。「辻枠」の皮切りとなった彼

らは,戦 後初の組織的移民であると同

高米移民再開第 1打
Ⅲ
さん とす

九
"の
神戸出航 を報 じる1952年

12月2g日付 け毎 日新間の配手。
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時に,国 の渡航費貸付方式による最初 |

の移民でもあった。ちなみにこの時の |― 一

船賃は,日 本～リオデジャネイロ間145,800円 (405米ド

ル)で ある。この金額は,二 等運賃 (“さんとす丸
"は
当

初―・二等のみ)450米 ドルの 1割引きという設定となっ

ていた。

記念すべき
“
さんとす丸

"の
神戸出航を報じる12月29

日付け毎日新間の記事 (上掲)に は,一 行の壮途を祝っ

て,兵 庫県知事とともに,当 時参議院議員であった上塚

が突堤で見送ったとある。

各種枠や呼寄せなどによる移民

アマゾン入積事業の先覚者上塚司について触れておこ

う。話は戦前にさかのぼる。

上塚は,昭 和の初めに現地の気候風土

に合った新しい農作物としてジュートに

目をつけた。ジュート繊維は,コ ーヒー

や穀物の袋に力]工される。1930年 (昭和

5年 )10月 に上塚は,ア マゾン川中流の

アマゾナス州パリンティンスにジュート

耕地を購入し,そ の地に 「アマゾエア産

業研究所」を創立した。研究所といって

も,実 態は農業実習所である。
一方で彼は,同 じ年に 「国士舘高等拓

殖学校Jを 東京に設立し,初 代校長に就

任した。この学校は,大 正期創立の 「国

士舘義塾J(現 在の学校法人国士舘大学)

の一部を構成しており,東 京で 1年 ,現

地の研究所で 1年 ,合 わせて 2年 の学科
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と実習によって,開 拓の指導者を養成しようというのが

建校の目的であった。そして翌1931年 (昭和 6年)3月

には,日 本側窓国として 「アマゾエア産業研究所Jを 東

京に設立。同年4月に,第 1回の拓殖学校研究生42人(ほ

かに同行者 6人)を 現地に送った。

当初は困難を極めたジュート栽培は,1934年 (昭和 9

年)に新種育成に成功してからは軌道にのり,「アマゾン

ジユート」としてブラジルの国内需要はもとより,同 国

の輸出産業にまで発展した。勢いを得た上塚は,1935年

(昭和10年)に は 「アマゾエア産業株式会社Jを 東京に

設立し,現 地に代行機関を置いた。

戦後のブラジル移民は,こ ういった先人たちが同国に

築いてきた礎を上台にして再開されたの

である。

さらにブァルガス大統領は,こ の 「辻

枠Jと は別に,在 野時代から親交の深か

ったサンパウロlllの松原安太郎に対して

も,ブラジル中部への自営農民4,000家族

の渡航枠を与えた。「松原枠Jと呼ばれる

この計画は,「辻枠Jとともにブラジル移

植民審議会の議を経て,1952年 8月 に正

式に許可された。そして, これらの移民

の送出しには,「辻枠Jが上塚,「松原枠」

には日伯協会と和歌山県海外協会が当た

り,受 入れには 「辻枠J力S辻〕「松原枠J

は松原が責任をもった。「辻枠Jでアマゾ

ンに渡航した実数は,1952年から55年ま

での4年間に1.980人,「松原枠Jの 方は,

“
さんとすえ

"の
域工配念″`ンフ

レット。航E4図は南アフリカ極由
の西航綺米東岸航路になっている。
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第 1表 戦 後初期の自米への自由移民数

ざ ブラジル アルゼンテン

94S(昭和2)

1947(〃 22)

,948(〃 23)

1949(″ 24)

,950(″ 25)

95(〃 26)

952(〃 27)

5

|

|

4

33

106

261

33

118

303

653

270

合 計 1′377

1953年か ら61年までの 9年 間に

1.036人を数える。

さらに,こ の 「辻枠」と「松原枠」

のほか, この時期にブラジル農務省

が許可した入国枠に 「パウリスタ養

蚕組合枠」と 「ヨチア枠」とがある。

前者は,サ ンパウロ州の 「パウリス

タ養蚕組合」が申請し,1954年 (昭

和29年)4月 に養蚕雇用移民200家

族,1959年 (昭和34年)に500家族の

枠を得たもの。同組合の90パーセン

トが日系の養蚕農家で占められてい

たうえ,州 の蚕糸生産量が同国の総

遠)i 室 入れ国卸の集計である。 2 ア ルゼンチンヘ

の自由移民は力襲からの呼尋せ移民である。3「 海外

移住事業団十年史」0973年 円事業国刊)による。

由移住者」の統計であるが,沖 縄か

らアルゼンチンヘの呼寄せの多いの

が目立っている。当然ながら呼寄せ

移民には,前述の年間2,849人の制限

枠が適用された。

呼寄せ移民の移住には,組 織的な

移民取扱い機関はほとんど介入して

いない。したがって渡航費も自弁で

ある。そして,彼 らの渡航に当たっ

たのは,ロ イアル・インターオーシ

ャン・ラインズ (Royal lnterOcean

Litts,正 式名Koninkljke」 ava―

Cllina Paketvaart Litten,略 称

生産量の100パーセント近くに達していたことから,日本

人の養蚕労働力が求められていたのである。

後者は,同 国最大の単位農協の 「コチア産業組合」力S

1955年 (昭和30年)1月 に取得した農業雇用移民枠で,

導入数は年間500人ずつ3年間で合計1.500人。この組合

は,昭 和の初めにサンパウロ近郊のコチア村の日本人農

民が作ったものである。

ところで,ブ ラジルが1934年に 「外国人移民三分制限

法」を制定し,主 として後発の日本人移民の締め出しを

画したことは,前 回述べた。これによって日本人の移民

枠は,年間2,849人に制限されたわけだが,この制限は戦

後も生きていた。

すなわち,1945年 9月 に公布された 「プラジル移植民

法Jの 第 3条 に,戦 前の移民枠がそのまま自由移民の年

間割当て制限として規定されたのである。ただしぅこれ

には特例条項があり,“プラジル政府主務機関の統制を受

け,募 集条件等につき事前に許可を得たものはこの限り

でない
"(同
第39条)と されていた。「辻枠J,「松原枠J,

「パウリスタ養蚕組合枠J,「ヨナア枠J関 係の移民は,

すべてこの特例条項によって渡航したものである。一般

にこの手の移民を 「計画移住者Jと 称している。
一方,こ うしたブラジルヘの計画移民とは別に,プ ラ

ジルやアルゼンチンの日系人による近親者や雇用者の呼

寄せが,戦 後間もない1946年 (昭和21年)か ら始まって

いた。上述の 「計画移住者」に対し,こ れを 「自由移住

者」といっている。第 1表 は受入れ国側が集計した 「自

第 2曇

RIL)の 容船隊であった。

RlLフ リートによる南米移民

RILは ォランタの会社だが,本 国からの航路を持った

ことがないという異色の船会社である。典型的な植民地

航路運航会社といえよう。

設立は戦後の1947年(昭和22年)。ジャカルタで活動す

るKPM(KOninkll,ke Paretvaart Maatschapp町 , 1891

年開業)とJCJL(Java―China―Japan Line, 190斡繭」立)

の両社が合併し,ア ムステルダムに設立されたが,実 質

的な本拠は香港にあった。

KPMは 戦前,14,000総 トン型の貨各船ボイスブェー

ンBoittvain級 3隻 (ボイスヴェーン,テ グルベルグ

Tcgclberg,ル イスRuys)を 擁して極東～蘭領ジャフ

～南アフリカ航路を運航していたあ 戦後,RILは いち

早くこのルートを復活させるとともに,南 ア起点を南米

東岸まで延航。日本～南ア～南米東岸航路として経営し,

多くの日本人呼寄せ移民を南米に送ったのである。

RILの 南米東岸航路は西航ルートであり,往 復とも南

ア経由だった。横浜を起点に、神戸,那 覇,香 港,シ ン

ガポール,モ ーリシャス,コ ンンソマルケス,ダ ーバン,

ポート・エリザベス,ケ ープタウン, リオデジャネイロ,

サントス,モ ンテビデオを経て,ブ エクスアイレスに至

る。むろんこれは一般例であり,積 荷の状況によって寄

港地に変動があったことはいうまでもない。所要日数は

RlLの移民船隊

船 名 総 トン数 達 力 (kt) お 客 定 員 建造年 建 造 所

ポイスヴェーン

テグルベルグ

リレイス

テチャレンカ

テサダネ

14′271

14,281

14,235

10′972

9′284

1 5 0

1 6 0

, 6 0

1 4 0

, 3 5

――専115, こ等A92, =こ尊B179
-等 15,三等A92,二 等876
-等 15,三等A36,こ 等B77
-等 50,二年55,三 等A97,二 等B43
-等 45,二等92,二 等A90,二 等B450

937

938

938

939

931

Blohm&Voss(独 )

NedeHandsche SB(m)

Do Schetdo(雨)

NedeHandsche SB(閑)

NedeHandsche SS(間)

注)1 主 要目は 3S6年代の数字である。 2 域 航鯛問(航海強)および輸送人数は掛百移民再開後の移民輸送実績の数字である。 3 主 機は 5隻 と

もディーゼルである。 4 Rtと の資料およびArn●旧附Hdas呂 「6roat P"韓nger Shps tt tho WoⅢdJ 0977年奏 Pat“cI SlcPhens社刊)により作成。
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全航程約55日。ブラジルまでの船賃は,移 民

の場合113,000円 (1953年当時)と なっていた。

就航客船は,KPM時 代からのボイスヴェ

ーン級 3隻 と,元 JCJしのチチャレンカ Tjit

jalengtaと チサダネTiisadaneの 5隻 で,使

数は年12航海である。このうちチチャレンカ

は,韓 国からの移民に使われることが多く,

釜山にもしばしば寄港した。戦後問もない時

期でもあり, 日本人と韓国人が同船した際に

は,感
'情的なトラブルを避けるため,船 側は,

ベッドが隣接しないよう,間 に中国人移民を

挟むなどの配慮をしたという。

5隻 の主要目,移 民輸送実績などについて

は,第 2表 をご覧いただきたい。主力のボイ

スブェーン級の場合,ス ティアリッジの定員

は500人ほどであるが,後年の客室の改修工事

により定員が180人に減っている。

1952年末の
“
さんとす丸

"出
航以降,国 の

渡航費貸付方式による組織的な移民が始まっ

てからは,日 本政府の要望で,RIL客 船隊

も,大 阪商船の移民船隊とともに 「計画移住

者Jの 輸送に当たった。その第一陣は,1953

年 (昭和28年)5月 15日,ル イスで神戸を発

った23家族,112人 のブラジル移民であつた。

彼らは「松原枠Jの計画移民で,「和歌Hl県海

外協会J力S送り出したものである。

こうした動向に対応してRILは ,上述のよ

うに客室の向上を図つたほか,ボ イスヴェー

ン級に日本人用の浴室,調 理設備などを増設。

司厨員や看護婦にも日本人を当てて万全を期した。RIL

客船の移民用和1食献立については,第 14回の 「南米移民

船の食事Jで 紹介したので,参 照いただきたい。日本人

司厨員に沖縄出身者が多かったことは前に触れたが,チ

チャレンカには韓国人司厨員が乗っていたという。

大阪商船が東航南米東岸航路を再開

ポイスヴェーン級の第 3船 ルイス R口ysの ステ ィア リッシ (二等 B

害宣)。日本船 と比べ ると宣内にゆとりが あリベ ッ トの造 りも良い。

を設置して移住業務を再開した。相前後して同年 8月 に

は,外 務大巨の諮問機関である「海外移住懇談会J(民 間

委員20人で構成)が 同省に置かれた。

外務省はさらに,移 民行政の整備と並行して,大 阪商

船に対し,移 民輸送の復活を強く要望した。戦後の南米

移民船の先駆けとなった 2代 目
“
さんとす丸

"は
, こう

した時期,第 8次計画造船の一隻として新三菱重工神戸

造船所で誕生したのである。

前述のように同船は,戦 後生まれの大型外航各船第 1

船であったが,難 をいえば,船 客定員が一等12人,二 等

63人という賀主客従のささやかな客船で,移 民llfl送には

適していなかった。このため同船は後年改装され,500人

を越えるスティアリッジを設けている。

1953年4月 には 「日本アルゼンチン通商協定J力S成立,

輸出鋼材と輸入小麦などの輸送が見込まれたほか,移 民

客も着実にふえてきた。こうした情勢から大阪商船は,

東航南米東岸航路の再開を決断。同年 5月 ,第 1船
“
さ

んとす丸
"を パナマ経由南米に差し向けた。開戦直前の

1952年4月 に詰和条約が発効した (調印は前年)。

ブラジル,ア ルゼンチンなどへの移民の本格化に伴っ

て,外 務省はこの年

の10月,戦 前の移民

収容所の 5階立てビ

ルを改装し,「神戸移

住あっせん所Jと し

て復活させるととも

に,翌 1953年9月 ,

同省欧米局に移民課

1961年 S月 9日 ,サ ン トスに入港する Rに のポイスヴェーン BdSSOv笥 ぃ。

955年 3月～68年 2月(29)

955年 5月～67年 0月(28)

953年 5月～68年 4月(29)

953年 6月～67年 2月(30)

955年 4月～6年 2月(6)
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改装後の
“
さんとすえ

"。
上甲板前部に甲板資を増控し,医 療関係姓般

と三年喫題菫を置いたほか,ス ティアリッシが掛倉に世けられた。

横浜大tH8に な岸した大阪商おの
“
あめ,かえ

・
。1955年12月の投彰。本お

の前身はニューヨーク航路の費物船で,19S3年間米移民船に改強された。

ヽ
Ａ

，
■| |

ふりか丸
ル
を翌 7月 から南米

東岸航路に投入した。ともに

第 8次計画造船で建造された

貨物船であり,“さんとす丸
"

と同じ中日本重工神戸造船所

(1952年に新三菱重工 と改

称)で 誕生。改装も神戸造船

所で施工された。これら3隻

の主要目については,第 3表

を参照いただきたい。

両船の就航に伴い,移 民運

賃が新たに設けられることに

なった。新料金は次のとおり

で,こ の額は日本～ベレム問

を除き,RILと の協定料金と

された。

日本～ペレム (110,000

円)

日本～ リオデジャネイ

ロ/サントス (113,000日)

日本～ブエノスアイレス

(120,000円)

さらに2年 後の1955年 4月

には,外 務省から描賃の 1割

引き下げを要望された結果,

商船とRILは ,移民運賃を次

1941年 (昭和16年)6月 に最終便
“
ぶゑのすあいれす丸

"

が神戸を発って以来,実 に12年ぶりの東航航海であった

が,こ の便には移民は乗つていない。
一方,戦 前の南米移民基幹ルートであった西航航路は,

貨物船だけの配船となった。戦後のプラジル移民が,ア

マゾンを中心とするプラジル北部に移ったことから,移

民輸送は東航航路が担ったのである。

これと並行して大阪商船は,“さんとす丸
"1隻
だけで

は弱体のため,ニ ューヨーク航路に就航していた
“
あめ

りか丸
〕
と同型船
“
あふりか丸

'(2代
)を,二 等定員520

人の移民船に改装。
“
あめりか丸

"を
1953年6月 より,“あ

のように改定した。

日本～ペレム (100,000円)

日本～リオデジャネイr1/サントス (102,000円)

日本～ブエノスアイレス (105,000円)

南米東岸航路の再開当初の就航船は,`さんとす丸
'“
あ

めりか丸
'`あ
ふりか丸

"の
ほか,貨 物船北海丸 (7,088

総 トン,1952年 竣工,日 本海汽船所属),月 光丸 (6,696

総 トン,1951年 竣工,三 光汽船所属)の 5隻 で,年 間12

航海の定期を行なった。寄港地は次のとおりである。

[往航]神 戸,名 古屋,横 浜,ロ サンゼルス,ク リス

トバル,カ ルタヘナ,キ ェラソー,ラ グアイラ,ベ レム,

第 3表 苗 米移民船改撃後の
い
さんとす九

"(2代
)と
“
あめりかえ

"級

船 名 総 トン数 垂線問長X幅 (m) 主 機 速力(К) 船 客 定 員 建造年 建造所 就抗期間

さんとす丸(2代 ) 8,515 340× 88 ディーゼル 1態 147 ―等 2,特 三50,

二等553

1952 三菱神戸

(新二妻)

952年2月

～65年 7月

あめりか九 8′343 1340× 188 ディーゼル 1基 一等 2.三 等522 三菱神戸

(中日本)

1953年6月

～64年 4月

あ↓Sりか九( 2代) 8′354 1340× 188 アィーゼル 1基 14 5 一等 2,三 等524 1950 三菱神戸

(中日本)

1953年7月

～65年 4月

注)i 焼 航鋼問 航海政およtrlat人数は移民162実格である。 2「 日本お舶明88書J(日本海tE集会所
刊)およげ赤坂忠次 「日本～商米東岸航路移住者輸送史」(海外移仁■業団刊 「移住研究J No O所収)
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リオデジャネイロ,サ ントス,モ ンテビデオ,ブ エノス

アイレス。

[復航]ブ エノスアイレス,サ ントス, リオデジャネ

イロ,イ レウス,キ ュラツー,ク リストタやレ,ロ サンゼ

ルス,横 浜,名 古屋,四 日市,大 阪,神 戸。

戦後の南米移民船の船内では,商 船,RILと もに,Hl

航後は移民たちによる船内自治委員会が組織され,移 民

集団の管理や情報連絡に当たった。自治委員会の肝いり

で各種の研修会や,運 動会,赤 道祭,演 芸大会などが催

された点など,戦 前の商船の南米移民船における船内生

活と,形 はまったく同じである。

商船もRILも ,船の設備やサービスにはさはど差はな

かったが,RIL客 船の方はサービス・クルーヘのチップ

が必要であり, しばしば移民たちを当惑させた。性格上,

出さざるをえないわけだが, この問題が自治委員会で紛

糾し,会 長が辞任したこともあるという。

海外協会の復活と 「海協連」の設立

戦前,各 府県には 「海外協会」があり,移 民の推進に

●● 醸

く左上〉1964年 5月 1+日, ブラシル東岸の

ヴ ィ トリア に停泊 す る RLの テチ ャ レン

カ TJitJttengk。(右)と 大阪商描の
“
あ i

りか丸
"。

(右上〉
“
あめ りか九

"の
蚕棚式ベ ン ド。第

2,3,5,S船 倉に定員522人のステ ィア

リッシを有 していた。

当たっていた。第17回の 「最盛期のブラジル移民船Jで

触れたように, これらの海外協会は大正に入ってから各

地に誕生し,昭 和初期には,ほ とんどの府県がこの協会

を持つに至った。その中には,長 野県の信濃海外協会や

熊本 。富山 ・鳥取県海外協会のように独自に入植事業を

手掛けたものもあるが,大 部分は移民の普及啓豪と連絡

業務を行なう程度であり,法 律でいう 「移民取扱人Jで

はなかった。取り扱った移民数も少ない。

第 2次大戦中, これらの協会はその活動を停 Lし てい

たが,名 称だけは存続していた。

戦後,移 民問題がタブー視され,移 民再開が民間ベー

スで進められたことは前に述べたが,海 外移民の復活に

向けての組織的な取組みが,皆 無だったわけではない。

その先駆けは,1947年 10月に東京に設立された 「海外移

住協会」(代表 ・衆議院議長松岡駒吉)で ある。そして,

この「海外移住協会」の呼びかけにより,か つての長野・

無本・福岡県の海外協会が再生するとともに,「海外移住

協会Jの 支部組lulも各県に置かれた。

戦後の海外協会が手掛けた最初の移民は,1953年 5月

15日にRILの ルイスで神戸を出航した前出のブラジル

移民23家族,112人である。彼らは和歌山県海外協会が送

り出した 「松原枠Jに よる計画移民であり,入 植地は中

部のパラナ州ドラードスであった。

やがて講和条約が発効,ア マゾン移民再開の目処がつ

くなかで,既 存の移民推進団体が緒集し,1952年 6月 に

111

957年三菱神戸で改装,66年以降貨物船と

して運航

953年三菱神戸で改装,85年 貨物船に復帰

Ⅲ
あめりか九

Ⅲ
と向型, 953年三菱神戸で

改差.65年貨物船に復帰
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第 4養  戦 後初期の計画移民輸出実預

神戸出抗年月日 船 名 移民数

9 5 2年1 2月2 8日

9 5 3年5月 5日

〃  6月 18日

″  6月 25日

〃  7月 31日

〃 H月 2 2日

〃 1 2月2 3日

さんとす丸

リレイス

テテャレンカ

あめりかれ

あ、こ、りか`九

あめりか九

あ、Sりか`九

54

2

129

492

477

39

165

合 計 |ン468

注)「海外移仕事業国十年史」(9,3年同事業団刊による)。

「社団法人海外移住中央協会J(会長・

石橋湛山)が 組織された。1954年1月

には, これがさらに発展して 「日本海

外協会連合会Jに 大同団結するわけだ

が,こ うした一連の流れを推進したの

は外務省である。

1953年9月,欧 米局に移民課を設置

した外務省は,同年10月,「海外移住懇

談会」に対して,都 道府県の海外協会

の中央機関として 「日本海外協会連合

会Jを 設立し,移 民業務を一元的に行

なわせようという案を諸間した。そして同懇談会は,こ

の案に同意するとともに,外 務省に移住局を設置すべき

であると答申したのである。移住局はその後,1955年 ?

月に設置されている。

ちなみに, この連載の冒頭で触れたように,戦 後の行

政では 「移民Jの 語を廃し,す べて 「移住Jと 表記して

いる。しかし,移 民船史をテーマとするこの稿では,歴

史語である 「移民」をそのまま使うこととしたい。

かくして1954年 1月,公 益法人としての 「財団法人日

本海外協会連合会」(略称 「海協連J)力F東京に設立され

た。初代の会長は,戦 前の大阪商船の社長であり,逓 信

大臣を務めた村田省蔵である。富」会長には上塚司の名も

見える。同年 2月 には,一 ツ橋の如水会館で発会式が開

催され,「海協連Jは 本格的な業務を開始した。

以後,1963年 (昭和38年)7月 に 「海外移住事業団」

が発足するまでの約10年間,「海協連」は海外移民の中核

として,か つての国策移民会社 「海外興業」に似た重要

な役割を演じた。戦前の南米移民が 「海外興業Jを 推進

主体としていたのに対し,戦 後の海外移民は,「海協連」

を柱として進められた。そして実質的には,こ の10年間

が戦後の南米移民の最盛期となったのである。

移民行政の整備が急速に進む一方, この1953年には,

南米移民の送り出しも活発化した。前年暮れの
“
さんと

す丸
う
による第 1回に続き,こ の年には大阪商船とRIL

合わせて6便の商米移民船が就航し,1,414人が新天地を

目指している(第4表参照)。すでに述べたように,彼 ら

は国からの貸付け渡航費によって移住したが,「海協連J

の設立後は, こうした貸付業務と債権は,「海協連Jに引

き継がれることになった。

「海協連」による海外移民の本格化

「海協蓮Jは 「寄付行為Jの 中で,“連合会は,海 外移

住のあっせん及び援助を行い,且 つ,海 外移住の推進を

図ることを目的とする
'(第
3条 )と定めており,そ の事

業として,① 海外の移住関連団体との連絡提携,② 移住

112

左)i 貸 付け活航費による移民数である。2

海協連殺立以前の強字く'4F 1458人 )を含

む。 3 963年 度には海外移仕事業国の数字

(日質 976人 )を含む。 4「 海外移住事業団

十年史J(973年 同事業団刊)による。

者の募集,選 考,

教養,輸 送,定

着,指 導援助,

③移住者への渡

航費その他資金

の貸付け,④ 啓

蒙 。広報活動,な ど6項 目を掲げている。

これを実施するため,東 京の本部のほか,地 方会員と

海外支部が組4glされた。地方会員には,前 出の都道府県

の海外協会ネットワークが活用される一方,移 民受入れ

機関である海外支部も,戦 前からの活動拠点を中心に,

1956年 (昭和31年)以 降,中 南米各地に設置された。

第5表は,「海協連J扱 いによる移民数の統計で,“さ

んとす丸
"の
第 1回移民から海外移仕事業団が発足する

まで12年間の数字である。ご覧のように, この間の移民

数は55,607人で, 1航 海平均228人が渡航している。

この時期になると外務省の外交活動も活発になり,移

民業務の円滑化のため,関 係国との間で移住協定が次々

と結ばれた。発効順に紹介すると,ボ リビア (1956年8

月発効),パ ラグアイ(1959年10月),ア ルゼンチン(1963

年5月),ブ ラジル (1963年10月)となるが,移 住先はこ

れ以外の中南米諸国に及び,当 初は農業が主体であった

業種も,次 第に多様化していった。こうした趨勢から外

務省は,1956年 3月に,新 たに 「横浜移住あっせん所J

を設置し,従 来の神戸の施設と合わせて,多 様化した移

民への対応を図っている。

農業以外の業種としては商工業,漁 業などがあるが,

いずれにせよ,母 国を出た日本人がこうした事業に進出

する場合,最 も頼りになるのは金である。

1拶5年9月 に東京に設立された特殊法人 「日本海外移

住振興株式会社」は,移 民たちが企画する事業に対し,

資金を貸付けることを主な狙いとして誕生したものであ

る。同社の運営原資には,「移民借款」と通称された米国

3銀行からの借入金が当てられたが, この借款の実現に

は, ロックフェラー3世 (Johl D Rockefellcr配)の

尽力があったといわれている。

第5表 「海協連」扱いの移民数とaSE数

年度 移民数 便 数 1便平均移民致

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1959

1960

1961

1962

1963

54

1′490

3′741

3′512

6′050

7,439

7′594

7,433

8 ″3 1 6

6,261

2′193

, 5 1 6

|

7

1 2

20

25

27

27

24

27

27

23

23

54

2 1 4

3 1 2

176

233

276

281

3 1 0

308

232

95

65

合 計 55,607 228
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